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集特
若
者
よ
選
挙
に
行
こ
う

あなたたちです
未来をかえるのは

　平成 ２７ 年6月に公職選挙法が改正になり、選挙権が 18 歳以上になりまし
た。また、今年4月から民法が改正され、成年年齢が 18 歳になりました。
18 歳から選挙権があるものの、その投票率の低さや投票には足が遠い現状
がすでに見受けられています。
　そこで今回は過去の選挙の投票結果などを調査し、若者に選挙に対する関
心を高めてもらおうと特集しました。

　
各
年
代
、
そ
れ
ほ
ど
投
票
率
の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１0
代
か
ら
30
代
ま

で
の
投
票
率
が
５0
%
以
下
と
若
年
層
の
投
票
率
が
低
く
、
半
分
以
上
の
人
が
投

票
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。１8
歳
か
ら
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

若
年
層
に
は
政
治
そ
の
も
の
が
分
か
り
に
く
く
、
主
権
者
と
し
て
の
教
育
も
十

分
に
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
の
過
去
４
回
の
投
票
率
を
見
て
み
る

と
約
１0
年
前
に
比
べ
、
１
・
48
〜
７
・
１２
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。ま
た
、選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
後
で
も
町
内
の
有
権
者
数
は
年
々
減
っ

て
い
ま
す
。

投
票
率
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
（
投
票
率
の
推
移
）

年
代
別
の
投
票
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
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58.09 59.35
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投
票
に
行
か
な
い
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
現
状
の
選
挙
投
票
方
法
か
ら
考
え
て

み
ま
し
た
。

①�

選
挙
日
当
日
、投
票
所
に
行
っ
て
投
票
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

 
⇒ 

は
じ
め
て
の
投
票
は
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
投
票
所
で
は
係
員
が
分
か
り

や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

 
⇒ 

若
者
向
け
に
投
票
の
仕
方
な
ど
を
動
画
で
作
成
し
、
事
前
に
見
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
行
き
や
す
い
で
す
ね
。

②
投
票
日
当
日
は
仕
事
で
投
票
に
行
け
な
い
。

 
⇒ 

期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
以
外
で
も
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
、
私

用
で
行
け
な
い
場
合
で
も
選
挙
公
示
・
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雫
石
町
は
役
場
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
若
い
世
代
の
投
票
率
が
低
い
の
は
、
自
ら
が
投
票
に
行
か
な
く
と
も
他
の
誰
か
が
決

め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
も
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
政
治
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
か
ら
保
育
や
医

療
、
福
祉
、
教
育
問
題
、
さ
ら
に
は
道
路
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
々
、
暮
ら
し
の
ど
れ

を
と
っ
て
も
政
治
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
選
挙
と
は
自
分
の
代
わ
り
に
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
決
め
る
代
表
者
を
選
ぶ

こ
と
で
、
日
本
の
間
接
民
主
制
の
重
要
な
柱
で
す
。
ま
た
若
い
世
代
の
投
票
率
が
低
い

と
い
う
こ
と
は
若
い
人
の
意
思
が
、
暮
ら
し
や
住
ん
で
い
る
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身
の
未
来
を
決
め
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

し
っ
か
り
と
自
分
の
意
思
を
持
ち
、
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

ま
と
め

③
入
場
券
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
。

 
⇒ 

入
場
券
は
、
棄
権
防
止
や
投
票
所
で
の
整
理
の
た
め
に
発
行
す
る
も
の
で
、
持
っ

て
い
か
な
い
と
投
票
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
⇒ 

期
日
前
投
票
も
同
様
に
入
場
券
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、
仮
に
忘
れ
て
し

ま
っ
て
も
本
人
確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
使
っ
て
投
票
で
き
な
い
の
か
。

　
⇒ 

選
挙
制
度
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は
制
度

を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

⑤
投
票
所
ま
で
遠
く
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
⇒ 

町
で
は
投
票
所
、
期
日
前
投
票
所
ま
で
「
あ
ね
っ
こ
バ
ス
」
１
回
分
（
片
道
分
）

の
チ
ケ
ッ
ト
を
投
票
所
で
渡
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
選
挙
で
は
期
日
前
投
票
を
す
る
人
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
町
議
会
議
員
選

挙
で
実
際
に
投
票
し
た
人
の
う
ち
、
期
日
前
投
票
を
さ
れ
た
人
の
割
合
を
見
る
と

２
０
１
１
年
は
９
・
６
％
に
対
し
、
２
０
１
９
年
に
は
１8
・
９
％
と
約
５
人
に
１
人
が

期
日
前
投
票
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
選
挙
も
同
様
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
現
代
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
今
後
、
期
日
前
投
票
所
を
増
や
す
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

票
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、若
い
人
の
投
票
率
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

投票者全体
8,260人

投票者全体
8,853人

投票者全体
8,306人

1,300人

15.7％

2014 年 2017 年 2021 年

1,968人

22.2％

2,055人

24.7％

衆議院議員選挙小選挙区　期日前投票の推移

2011 年 2015 年 2019 年

投票者全体
9,808人

941人

9.6％

投票者全体
9,672人

1,129人

11.7％

投票者全体
9,909人

1,875人

18.9％

町議会議員選挙
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投票
しましょう

あなたの
一票で

未来が変わる

　今回
の
特
集
は
選
挙
権
年
齢・成
年
年
齢
が
18
歳
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、若
者
が
選
挙
に
対
し
て「
ど
の
く
ら

い
関
心
が
あ
る
か
」や「
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
」を
テ
ー
マ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
も
の
で
す
。若
者

た
ち
の
率
直
な
考
え
が
聞
け
た
と
思
い
ま
す
。

　議会
と
し
て
は
こ
の
結
果
を
基
に
、今
後
の一般
質
問
や
予
算・決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、若
年
世
代
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
も
の
も
提
案
し
、議
会
だ
よ
り
で
は
関
心
を
得
ら
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、年
齢
層
を
絞
っ
た
懇
談
会
等
の
開
催
も
検
討
し
、選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

質 問 事 項

選挙に
行きましょう

雫石地区

細川　本気さん
ほそ かわ もと き

②　 ①　 ②

雫石地区

髙橋　柊哉さん
たか はし しゅう や

②　 ④　 ①

雫石地区

小姓堂　遥さん
こ しょうどう はるか

③　 ①　 ①

雫石地区

高橋　唯人さん
たか はし ゆい と

②　 ⑤　 ②

雫石地区

岩井　大輝さん
いわ い だい き

③　 ①　 ①

雫石地区

篠原　あおいさん
しの はら

①　 ①　 ①

雫石地区

徳田　陽仁さん
とく た はる と

④　 ①　 ③

雫石地区

谷地　智哉さん
や ち とも や

①　 ⑤　 ①

雫石地区

徳田　陽与さん
とく た ひ よ

②　 ④　 ①

雫石地区

畠山　柚乃さん
はたけやま ゆ の

②　 ④　 ①

西山地区

岡森　一晟さん
おか もり いっ せい

②　 ④　 ①

西山地区

茅橋　健斗さん
かや はし けん と

③　 ④　 ①

西山地区

坂井　謙人さん
さか い けん と

②　 ④　 ①

西山地区

鷲見　達也さん
す み たつ や

②　 ①　 ①

御所地区

米澤　結菜さん
よね ざわ ゆ な

③　 ①　 ②

御明神地区

林尻　かなみさん
はやしじり

②　 ①　 ①

選
挙
権・成
人
年
齢
18
歳

平
成
27
年
6
月
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
に
な
り
、選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
4
年
4
月
か
ら
民
法
が
改
正
さ
れ
、成
年
年
齢
が
18
歳
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
高
校
３
年
生
以
上
の
方
々
に
選
挙
権
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
　① 

大
い
に
あ
る 

② 

あ
る

　
　③ 

あ
ま
り
な
い 

④ 

な
い

　
　
　
　

　
　① 

衆・参
議
員
選
挙

　
　② 

県
知
事
選
挙

　
　③ 

県
議
会
議
員
選
挙

　
　④ 

町
長
選
挙
　
　
　

　
　⑤ 

町
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　① 

必
ず
行
く

　
　② 

気
が
向
け
ば
行
く

　
　③ 

わ
か
ら
な
い

　
　④ 

行
か
な
い
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議
会
議
員
選
挙

　
　① 

必
ず
行
く

　
　② 

気
が
向
け
ば
行
く

　
　③ 

わ
か
ら
な
い

　
　④ 

行
か
な
い
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6しずくいし議会だよりNo.122

6月定例会のあらまし

宿泊事業者応援など
新型コロナ対策の支援
に係る補正予算を可決

　
令
和
４
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日

か
ら
６
月
13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
報
告
３
件
、
条
例
の

一
部
改
正
１
件
、
補
正
予
算
３
件
、
財
産

取
得
１
件
、
請
願
４
件
、
陳
情
１
件
、
議

員
発
議
２
件
、
そ
の
他
１
件
を
審
議
し
ま

し
た
。
一
般
質
問
は
、
９
人
が
登
壇
し
、

町
民
の
た
め
に
適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
か
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し

ま
し
た
。

・ 

2
千
5
0
0
円
ク
ー
ポ
ン
付
パ
ス
ポ
ー
ト
を

　
8
6
0
0
冊
発
行

・ 

町
産
米（
銀
河
の
し
ず
く
）の
パ
ッ
ク
ご
飯
3
万
個
作
成

・ 

宿
泊
1
泊
当
た
り
3
千
円
を
支
給（
1
万
人
分
）

・ 

子
ど
も
1
人
当
た
り
県
1
万
5
千
円
給
付
、

町
1
万
5
千
円
上
乗
せ
給
付

令和 4 年度補正予算第 1 号
会計名 補正後予算額（補正予算額）

一般会計 104億2,293万5千円（1億8,293万5千円増）
国民健康保険

特別会計 17億6,080万6千円（80万6千円増）

令和 4 年度補正予算第２号
会計名 補正後予算額（補正予算額）

一般会計 104億7,001万8千円（4,708万3千円増）

○ 

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
基
盤
整
備
事
業
　
3
千
1
0
7
万
3
千
円

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
付
録
が
つ
い
た
「
虹
の
似
合

う
ま
ち
雫
石
町
」
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
作
成
、
発
行
及
び
広
報
等
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

○
農
産
物
生
産
振
興
対
策
事
業
　
5
0
0
万
円

　
落
ち
込
ん
で
い
る
米
需
要
を
喚
起
し
、
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
産
米
を
使
用

し
、
観
光
客
や
イ
ベ
ン
ト
来
訪
者
へ
の
配
布
用
パ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○ 

鶯
宿
温
泉
宿
泊
事
業
者
等
経
営
支
援
事
業
　
5
9
8
万
7
千
円

　
売
上
高
が
大
き
く
減
少
し
た
鶯
宿
温
泉
で
宿
泊
業
等
を
営
む
観
光
事
業
者
に
対
し
、
事
業
継

続
と
経
営
安
定
化
に
向
け
、
令
和
３
年
度
年
間
温
泉
使
用
料
の
３
分
の
１
相
当
額
を
支
援
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
宿
泊
事
業
者
応
援
事
業
　
3
千
2
6
3
万
1
千
円

　
落
ち
込
ん
で
い
る
旅
行
需
要
を
喚
起
す
る
目
的
の
た
め
、
宿
泊
施
設
の
事
業
継
続
と
経
営
安

定
化
に
向
け
、
宿
泊
１
泊
当
た
り
３
０
０
０
円
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○ 

い
わ
て
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援
金
給
付
事
業
　
4
千
6
0
8
万
3
千
円

　
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
岩
手
県
が
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世
帯
に
子
ど
も
１
人

当
た
り
１
万
５
千
円
給
付
し
、
さ
ら
に
町
が
１
万
５
千
円
上
乗
せ
し
て
給
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

主
な
も
の
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町産米の販売促進につながるかパックご飯 落ち込んだ宿泊客の回復が期待される温泉施設

○ 

雫
石
町
議
会
議
員
及
び
雫
石
町
長
の
選
挙
運
動
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
選
挙
運
動

費
用
に
関
し
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に

要
す
る
経
費
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
岩
持
議
員
】
鶯
宿
温
泉
宿
泊
事
業
者
等
経
営
支
援

給
付
金
は
、
鶯
宿
温
泉
の
事
業
者
に
だ
け
、
源
泉

使
用
料
の
３
分
の
１
を
助
成
す
る
の
か
。

【
町
長
】
鶯
宿
温
泉
開
発
か
ら
毎
日
お
湯
を
買
っ
て

い
る
事
業
者
は
、
宿
泊
客
が
減
少
し
て
も
お
湯
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
支
援
す
る
こ
と
と
し

た
。

【
上
野
議
員
】
町
産
米
の
販
売
促
進
の
予
算
５
０
０

万
円
は
、
２
０
０
グ
ラ
ム
の
パ
ッ
ク
ご
飯
を
作
成

し
、
配
布
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
支
援

事
業
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

【
農
林
課
長
】雫
石
町
産
の
銀
河
の
し
ず
く
を
使
い
、

３
万
個
作
成
す
る
計
画
で
あ
る
。
賞
味
期
限
の
関

係
で
、
２
回
に
分
け
て
作
成
し
、
産
業
ま
つ
り
、
軽
ト
ラ

市
な
ど
様
々
な
機
会
に
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
た
ホ
テ
ル
、
旅
館
等

の
協
力
で
宿
泊
者
に
配
布
す
る
計
画
で
あ
る
。

QQ A
な

疑

主

質

A

令和４年第４回雫石町議会定例会　議決結果等一覧　会期：６月３日（金）～６月13日（月）

議案等
番　号 件　　　　　名

金
子
　一
男

坂
井
　尚
樹

徳
田

　幸
男

岡
本

　忠
美

古
舘

　謙
護

幅
　
　秀
哉

堂
前

　義
信

横
手

　寿
明

岩
持

　清
美

杉
澤

　敏
明

西
田

　征
洋

大
村

　昭
東

坂
下

　栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

議 案
第 2 号 令和４年度雫石町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※加藤議長は採決には加わりません。
★その他の議案、発議については、全議員が賛成いたしました。

こ

変

る

こ

が

わ

027077-01[6-8].indd   7 2022/07/22   14:37



7 しずくいし議会だよりNo.122

町産米の販売促進につながるかパックご飯 落ち込んだ宿泊客の回復が期待される温泉施設

○ 

雫
石
町
議
会
議
員
及
び
雫
石
町
長
の
選
挙
運
動
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
選
挙
運
動

費
用
に
関
し
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に

要
す
る
経
費
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
岩
持
議
員
】
鶯
宿
温
泉
宿
泊
事
業
者
等
経
営
支
援

給
付
金
は
、
鶯
宿
温
泉
の
事
業
者
に
だ
け
、
源
泉

使
用
料
の
３
分
の
１
を
助
成
す
る
の
か
。

【
町
長
】
鶯
宿
温
泉
開
発
か
ら
毎
日
お
湯
を
買
っ
て

い
る
事
業
者
は
、
宿
泊
客
が
減
少
し
て
も
お
湯
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
支
援
す
る
こ
と
と
し

た
。

【
上
野
議
員
】
町
産
米
の
販
売
促
進
の
予
算
５
０
０

万
円
は
、
２
０
０
グ
ラ
ム
の
パ
ッ
ク
ご
飯
を
作
成

し
、
配
布
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
支
援

事
業
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

【
農
林
課
長
】雫
石
町
産
の
銀
河
の
し
ず
く
を
使
い
、

３
万
個
作
成
す
る
計
画
で
あ
る
。
賞
味
期
限
の
関

係
で
、
２
回
に
分
け
て
作
成
し
、
産
業
ま
つ
り
、
軽
ト
ラ

市
な
ど
様
々
な
機
会
に
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
た
ホ
テ
ル
、
旅
館
等

の
協
力
で
宿
泊
者
に
配
布
す
る
計
画
で
あ
る
。

QQ A
な

疑

主

質

A

令和４年第４回雫石町議会定例会　議決結果等一覧　会期：６月３日（金）～６月13日（月）

議案等
番　号 件　　　　　名

金
子
　一
男

坂
井
　尚
樹

徳
田
　幸
男

岡
本
　忠
美

古
舘
　謙
護

幅
　
　秀
哉

堂
前
　義
信

横
手
　寿
明

岩
持
　清
美

杉
澤
　敏
明

西
田
　征
洋

大
村
　昭
東

坂
下
　栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

議 案
第 2 号 令和４年度雫石町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※加藤議長は採決には加わりません。
★その他の議案、発議については、全議員が賛成いたしました。

こ

変

る

こ

が

わ
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8しずくいし議会だよりNo.122

【
古
舘
議
員
】
福
祉
灯
油
等
助
成
金
が
２
１
７
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
生
活
困
窮
者
約
１
４
０
０
世
帯
に

５
０
０
０
円
の
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
４
０
０
世

帯
以
上
に
支
給
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
。

【
総
合
福
祉
課
長
】約
１
４
０
０
世
帯
に
案
内
を
出
し
た
が
、

実
際
に
申
請
が
あ
っ
た
の
は
１
０
２
３
件
で
、
そ
の
う
ち

非
決
定
に
な
っ
た
も
の
が
５�

７
件
。
実
際
に
は
９
６
６
世
帯
に
交

付
を
し
た
。
対
象
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
案
内
を
し

て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
該
当
に
な
ら
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
捉

え
て
い
る
。

【
幅
議
員
】
旧
南
畑
小
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
屋
内
射
場
整
備

工
事
の
設
計
は
令
和
３
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。
令
和
４
年

入
札
時
点
で
諸
物
価
が
値
上
が
り
し
て
い
る
が
、
契
約
後
変
更
等

の
見
通
し
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
設
計
時
の
単
価
と
、
こ
れ
か
ら
施
工
す

る
に
あ
た
っ
て
の
資
材
単
価
の
違
い
が
想
定
さ
れ
る
。
業

者
か
ら
の
単
価
上
昇
に
対
応
し
た
設
計
変
更
の
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
、
県
の
規
定
に
従
っ
た
形
で
対
応
し
て
い
く
。

【
横
手
議
員
】
旧
南
畑
小
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
屋
内
射
場
の

冬
季
、
夏
季
に
多
く
の
方
が
も
っ
と
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
な
検
討
が
必
要
で
は
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】
冬
季
の
練
習
に
つ
い
て
は
、

通
年
型
で
利
用
で
き
る
施
設
は
県
内
に
は
無
く
、
遠
隔
地

か
ら
の
合
宿
等
も
見
込
め
る
。有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、ア
ー
チ
ェ

リ
ー
屋
内
射
場
な
の
で
、
で
き
る
限
り
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
人
を
呼

ぶ
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

QQQ AAA
な

疑

主

質

　
令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
が
５
月
２4
日
に
開
か
れ
、報
告
１
件
、

専
決
処
分
４
件
に
つ
い
て
承
認
。
ま
た
、
条
例
１
件
、
契
約
１
件

に
つ
い
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

令
和
４
年
６
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　
令
和
３
年
人
事
院
勧
告
を
受
け
た
期
末
手
当
引
き
下
げ
相
当
額

（
一
般
職
０
・
1５
月
、
町
長
等
０
・
1０
月
）
を
、
令
和
４
年
６
月

支
給
分
の
期
末
手
当
か
ら
減
ず
る
も
の

■ 

工
事
名
：
旧
南
畑
小
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
屋
内
射
場
整
備
工
事

　
　
契
約
金
額
：
３
億
１
，
５
５
９
万
円

　
　
請
負
者
：
菱
和
建
設
株
式
会
社

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
｜
５
月
２4
日

令和４年第３回雫石町議会臨時会　議決結果等一覧　会期：５月 24 日（火）

議案等
番　号 件　　　　　名

金
子
　一
男

坂
井
　尚
樹

徳
田
　幸
男

岡
本
　忠
美

古
舘
　謙
護

幅
　
　秀
哉

堂
前
　義
信

横
手
　寿
明

岩
持
　清
美

杉
澤
　敏
明

西
田
　征
洋

大
村
　昭
東

坂
下
　栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

承 認
第 3 号

令和３年度雫石町一般会計補正予算（第 11号）の専決処分に
関し承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第 1 号

令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置に関する条
例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第 2 号

旧南畑小学校アーチェリー屋内射場整備工事の請負契約の締結
に関し議決を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※加藤議長は採決には加わりません。
★その他の承認については、全議員が賛成いたしました。

アーチェリー屋内射場イメージ図
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ここが
聞きたい一般質問町政を問う

9 議員が質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

10
ページ

誘致した木材加工工場の
増設計画は

質問者／西
にし

田
だ

征
まさ

洋
ひろ

 議員

10
ページ

休日の部活動について
町の方針は

質問者／金
かね

子
こ

一
かず

男
お

 議員

10
ページ 投票所の見直しをする理由は

質問者／上
うわ

野
の

三
み

四
よ

二
じ

 議員

12
ページ

核兵器廃絶と恒久平和の
呼びかけは

質問者／古
ふるだて

舘謙
けん

護
ご

 議員

12
ページ 不法投棄の未然防止対策は

質問者／岡
おか

本
もと

忠
ただ

美
み

 議員

12
ページ 観光地等の安全安心対策は

質問者／徳
とく

田
た

幸
ゆき

男
お

 議員

14
ページ コロナ禍の経済活性化の方策は

質問者／坂
さか

井
い

尚
なお

樹
き

 議員

14
ページ 新たな産業振興の取り組みは

質問者／大
おお

村
むら

昭
しょう

東
とう

 議員

14
ページ タブレット端末、持ち帰り学習は

質問者／横
よこ

手
て

寿
としあき

明 議員
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質
問
者
／
西に

し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

誘
致
し
た
木
材
加
工
工
場
の

増
設
計
画
は

町
長
乾
燥
機
4
台
の
増
設
予
定

Q
木
材
加
工
工
場
の
計
画
は
規
模
拡
大
の
よ
う

で
あ
る
。
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
の
ば
い
煙
、
窒
素

酸
化
物
の
排
出
量
は
増
加
し
な
い
の
か
。

A
乾
燥
機
は
４
台
の
増
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
予
定
は
な
い
。
現
在

も
事
業
者
が
酸
素
濃
度
、
窒
素
酸
化
物
の
濃
度
を
年

２
回
測
定
し
て
お
り
、基
準
値
を
満
た
し
て
い
る
が
、

今
後
も
基
準
値
を
超
え
な
い
よ
う
盛
岡
広
域
振
興
局

環
境
衛
生
課
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。投

票
所
の
見
直
し
の
根
拠
は

質
問
者
／
金か

ね

子こ

一か
ず

男お 

議
員

休
日
の
部
活
動
に
つ
い
て

町
の
方
針
は

教
育
長
指
導
で
き
る
体
制
が
整
っ
た

部
か
ら
地
域
移
行
を
実
施
す
る

Q
国
は
令
和
５
年
度
以
降
、
休
日
の
部
活
動
に

つ
い
て
、
地
域
移
行
を
進
め
て
い
く
考
え
だ

が
、
町
の
方
針
は
。

A
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
「
中
学

校
部
活
動
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
、
地
域

で
部
活
動
に
代
わ
り
得
る
質
の
高
い
活
動
の
機
会
を

確
保
で
き
る
十
分
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
移
行
に
向
け
て
関
係
団
体

と
協
議
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
後
、
休
日
の
部
活
動

で
指
導
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
部
か
ら
段
階
的
に
地

域
移
行
を
実
施
す
る
。

質
問
者
／
上う

わ

野の

三み

四よ

二じ 

議
員

投
票
所
の
見
直
し
を

す
る
理
由
は

選
挙
管
理
委
員
長
有
権
者
数
の
減
少
と

投
票
所
施
設
の
機
能
、
環
境
の
確
保
が
困
難

Q
投
票
区
・
投
票
所
の
見
直
し
案
は
、
ど
こ
か

ら
提
案
さ
れ
た
か
。

A
令
和
元
年
こ
ろ
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
で
投

票
区
の
改
正
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。
投

票
所
に
関
し
て

は
４
年
く
ら
い

前
か
ら
検
討
を

重
ね
て
き
た
。

洋洋ひ
ろ
ひ
ろ

議
員
議
員

町として農産物自給率
向上にどう取り組むか
考えて‼

地域移行が進む部活動
で生徒が選択でき、活
躍する場所を守りたい

投 票 所 の あ り 方、
もっと話し合って決
めようよ。投票する
身になって考えてよ。

男男おお

議
員
議
員

二二じじ

議
員
議
員

投票率UPが望まれる
各種選挙

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う



11 しずくいし議会だよりNo.122

Q
投
票
所
が
見
直
し
と
な
っ
た
が
、
そ
の
根
拠

と
今
後
の
利
便
性
と
投
票
率
の
向
上
を
ど
う

図
る
か
。

A
平
成
１５
年
を
ピ
ー
ク
に
有
権
者
数
が
２
０
０

０
人
以
上
減
少
し
て
い
る
。
旧
小
学
校
の
施

設
な
ど
機
能
環
境
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

保
育
施
設
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
な
ど
を
踏
ま

え
使
用
を
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
投
票
率
向
上

の
た
め
、
共
通
投
票
所
を
３
カ
所
設
置
し
、
あ
ね
っ

こ
バ
ス
で
の
移
動
支
援
を
計
画
し
て
い
る
。

令
和
4
年
度
の
農
家
収
支
は

Q
今
年
度
の
米
価
の
動
向
、
農
家
支
出
や
資
材

高
騰
に
よ
る
収
入
へ
の
影
響
、
農
家
支
援
は

ど
う
か
。

A
米
価
は
過
去
１２
年
間

の
相
対
取
引
価
格
が

過
去
３
番
目
の
低
さ
で
あ
り

依
然
と
し
て
厳
し
い
と
捉
え

て
い
る
。
農
家
収
支
は
米
価

下
落
、
資
材
高
騰
に
よ
り
近

年
に
な
く
苦
境
で
あ
り
、
農

業
経
営
継
続
に
強
く
危
惧
し

て
い
る
。
今
後
、
国
や
県
の

支
援
策
を
踏
ま
え
、
関
係
機

関
と
連
携
し
支
援
を
講
じ
て

い
く
。

Q
地
域
運
動
部
活
動
推
進
事
業
の
拠
点
校
に
お

け
る
実
践
の
成
果
は
。

A
県
内
で
は
葛
巻
町
と
岩
手
町
で
事
業
が
実
践

さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
地
域
の
特
色
を
生

か
し
、
長
年
地
域
で

も
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
競
技
指
導

者
を
生
か
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

今
後
、
当
町
で
も
参

考
に
し
な
が
ら
学
校

や
保
護
者
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
等
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Q
休
日
の
部
活
動
に
お
け
る
移
動
手
段
の
支
援

は
。

A
町
外
の
練
習
試
合
や
大
会
等
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
普
段
の
練
習
等
の
移
動
は
、
保
護
者
や
地
域
の
協

力
に
よ
っ
て
、
部
活
動
の
実
施
を
支
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

Q
投
票
率
が
低
下
傾
向
に
あ
り
、
投
票
啓
発
を

図
る
必
要
は
。

A
各
選
挙
区
に
つ
い
て
広
報
紙
に
よ
り
投
票
制

度
等
を
含
め
選
挙
の
周
知
と
投
票
の
呼
び
か

け
を
し
て
い
る
。
町
内
の
有
権
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も

投
票
可
能
な
共
通
投
票
所
を
町
内
３
カ
所
に
設
置
し

投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
選
挙

公
示
日
に
は
広
報
車
に
よ
り
選
挙
の
周
知
と
投
票
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
対
策
は

Q
町
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
家
族
の
世
話
・
介

護
を
す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
）
と
呼
ば
れ

る
要
保
護
児
童
の
把
握
状
況
は
。

A
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
情
報
収
集
や
支
援
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義

に
該
当
し
、
不
登
校
、
遅
刻
、
早
退
な
ど
が
発
生
し

て
い
る
児
童
生
徒
は
い
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

休日部活動の指導体制づくりが急務

令和３年度主要品種概算金一覧（JA米単価）（30㎏当たり）

銘柄 等級 JA 新いわて　支払概算金
３年度 ２年度 元年度

あきたこまち
1 4,400 5,700 6,150 
2 3,900 5,200 5,650 
3 3,400 4,700 5,150 

銀河のしずく 1 4,900 6,050 6,650
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質
問
者
／
古ふ

る
だ
て舘
謙け

ん

護ご 

議
員

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の

呼
び
か
け
は

町
長
公
民
館
に
看
板
設
置
と
防
災

行
政
無
線
に
よ
る
放
送
を
実
施

Q
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
に
基
づ
く
核
兵
器

廃
絶
と
恒
久
平
和
の
呼
び
か
け
は
。

A
毎
年
８
月
に
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館

に
看
板
を
設
置
し
て
周
知
し
、
広
島
・
長
崎

の
原
爆
投
下
の
日
と
終
戦
の
日
に
黙
と
う
と
平
和
を

呼
び
か
け
る
た

め
の
防
災
行

政
無
線
に
よ

る
放
送
を

行
っ
て
い
る
。

質
問
者
／
岡お

か

本も
と

忠た
だ

美み 

議
員

不
法
投
棄
の
未
然
防
止
対
策
は

町
長
監
視
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施

Q
不
法
投
棄
は
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
、

防
止
対
策
は
。

A
町
で
は
頻
繁
に

ご
み
が
捨
て
ら

れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は

不
法
投
棄
禁
止
を
呼
び

か
け
る
看
板
や
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
、
不
法
投

棄
監
視
員
に
よ
る
重
点

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
な
ど
未
然
防
止
対
策

に
努
め
て
い
る
。

質
問
者
／
徳と

く

田た

幸ゆ
き

男お 

議
員

観
光
地
等
の

安
全
安
心
対
策
は

町
長
危
険
個
所
の
把
握
に
努
め

対
応
し
て
い
く

Q
豊
富
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
発
展
し
て
き

た
雫
石
へ
足
を
運
ぶ
観
光
客
の
安
全
安
心
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

A
町
内
の
観
光
地
ま
で
の
道
の
り
は
整
備
さ
れ

て
い
る
。
施
設
や
登
山
道
な
ど
に
危
険
個
所

が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
立
入
規
制
や
注
意
喚
起

の
看
板
設
置
な
ど
の
措
置
を
講
じ
、
安
全
確
保
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
災
害
時
に
国
内
外
か
ら
受

け
入
れ
る
観
光
客
へ
の
安
全
安
心
の
た
め
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
防
災
情
報
を
知
ら
せ
る
な
ど
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

平和が一番！
世界中が安心して
暮らせるように‼

わが町の宝である
自然を守ろう

見逃すな！
前兆と思われる
事案の発生を

議
員
議
員

議
員
議
員

おお

不法に投棄されたごみ

非核平和宣言のまち
雫石町

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う
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Q
ア
ル
ペ
ン
記
念
公
園
内
に
設
置
し
て
い
る
ハ

ク
チ
ョ
ウ
彫
刻
の
く
ち
ば
し
の
先
端
が
人
の

目
の
高
さ
に
あ
り
、
特
に
夜
間
な
ど
衝
突
の
危
険
が

あ
る
。
対
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
公
園
内
に
は
計
３
体
の
彫
刻
が
あ
る
が
す
べ

て
確
認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
柵
で
囲
う
な
ど

事
故
防
止
の
安
全
対
策
を
し
て
い
く
。

交
通
指
導
員
の
育
成
強
化
を

Q
交
通
指
導
員
の
高
齢
化
に
伴
う
課
題
へ
の
具

体
的
な
対
策
は
。

A
こ
れ
ま
で
町
内
各
地
区
防
犯
交
通
安
全
協
会

及
び
現
役
隊
員
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
隊
員

確
保
に
努
め
て
き
た
が
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
若
年
層
の
隊
員
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
は
指
導
員
の
活
動
や
処
遇
を
紹
介
し
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
働
き
か
け
も
合
わ
せ

て
実
施
し
、
交
通
安
全
活
動
の
担
い
手
と
な
る
交
通

指
導
隊
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
は

Q
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
飲
食
店
、
宿
泊

事
業
者
等
へ
の
今
後
の
支
援
は
。

A
支
援
策
と
し
て
宿
泊
代
金
１
泊
当
た
り
３
千

円
を
割
引
補
助
す
る
「（
仮
称
）
し
ず
く
い

し
に
泊
ま
っ
て
応
援
事
業
」、
鶯
宿
温
泉
地
区
で
宿

泊
事
業
等
を
営
む
事
業
者
に
対
し
、
令
和
３
年
に
支

払
っ
た
温
泉
使
用
量
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
、
公

の
施
設
の
指
定
管
理
を
受
託
し
て
い
る
管
理
者
に
対

し
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
支
援
金
を
給
付
す
る
事
業

な
ど
実
施
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
事
業
者
へ
の

影
響
を
把
握
し
、
国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え
て
必
要

な
支
援
を
継
続
す
る
。

Q
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
者
は
、
こ
れ
ま

で
感
染
者
が
少
な
か
っ
た
若
年
層
に
も
拡
大

し
、小
中
学
校
で
も
学
級
閉
鎖
が
発
生
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
態
は
。

A
２
月
に
一
部
の
小
学
校
に
お
い
て
児
童
の
感

染
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
２
日
間
の
臨
時

休
校
と
２
日
間
の
学
級
閉
鎖
の
対
応
を
し
た
。
４
月

に
も
児
童
の
感
染
に
伴
い
、
一
部
の
小
学
校
で
２
日

間
の
学
年
閉
鎖
を
実
施
。
５
月
中
旬
か
ら
２
週
間
程

度
、
児
童
生
徒
の
感
染
報
告
が
続
い
た
が
、
現
在
は

終
息
し
て
い
る
。

道
路
愛
護
活
動
は

Q
各
地
区
の
道
路
愛
護
活
動
の
取
組
状
況
は
。

A
令
和
３
年
度
は
7１
団
体
が
道
路
愛
護
活
動
と

し
て
道
路
の
ご
み
拾
い
や
清
掃
、
路
肩
の
除

草
作
業
等
を
実
施
し
、
地
域
内
の
環
境
美
化
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
雫
石
町
道
路
愛
護
事
業
奨
励

金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
年
２
回
以
上
道
路
愛
護
活

動
を
実
施
し
た
団
体
に
対
し
奨
励
金
を
交
付
し
、
継

続
的
な
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
振
興
の
取
り
組
み
は

Q
農
業
所
得
の
向
上
を
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A
水
田
は
飼
料
用
米
を
中
心
に
転
作
に
係
る
生

産
目
安
を
達
成
し
つ
つ
、
主
食
用
の
あ
き
た

こ
ま
ち
に
置
き
換
わ
る
品
種
と
し
て
、
銀
河
の
し
ず

く
の
取
組
面
積
を
拡
大
し
、
米
価
下
落
に
対
応
し
た

所
得
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
転
作
田
及

び
畑
地
に
お
い
て
は
、
リ
ン
ド
ウ
、
小
菊
、
ネ
ギ
な

ど
の
高
収
益
作
物
へ
の
複
合
的
な
取
り
組
み
を
支
援

し
、
稲
作
に
お
け
る
減
収
を
補
い
、
安
定
的
な
所
得

の
確
保
を
目
指
し
て
い
る
。

衝突が懸念される
アルペン公園の彫刻
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質
問
者
／
坂さ

か

井い

尚な
お

樹き 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
活
性
化
の

方
策
は

町
長
第
3
弾
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ス

ポ
ー
ト
等
の
発
行
を
予
定

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
向
上
の
対
策

と
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
活
性
化
の
方
策
は
。

A
接
種
率
向
上

の
た
め
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
情
報
を
周
知

し
て
い
く
。
経
済
活

性
化
は
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
を
付
録
し

た
第
３
弾
エ
ン
ジ
ョ

イ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発

質
問
者
／
大お

お

村む
ら

昭し
ょ
う

東と
う 

議
員

新
た
な
産
業
振
興
の

取
り
組
み
は

町
長
企
業
誘
致
に
向
け
取
り
組
む

Q
未
来
に
つ
な
ぐ
町
づ
く
り
の
た
め
、
新
た
な

産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
は
。

A
現
在
も
数

社
と
企
業

誘
致
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
が
、

今
後
も
っ
と
力
を

入
れ
、
町
内
で
仕

事
が
一
人
で
も
多

く
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

質
問
者
／
横よ

こ

手て

寿と
し
あ
き明 

議
員

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

持
ち
帰
り
学
習
は

教
育
長
各
家
庭
へ
の
機
器
の
貸
出
し
や

通
信
費
用
の
支
援
な
ど
を
検
討

Q
I
C
T
教
育
の
一
環
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

導
入
さ
れ
て
い
る
、
端
末
を
自
宅
に
持
ち

帰
っ
て
の
学
習
は
進
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
各
家
庭

の
通
信
環
境
の
調
査
や
機
器
等
の
貸
出
し
や
費
用
へ

の
支
援
は
検
討
し
て
い
る
か
。

A
本
年
４
月
に
学
習
用
端
末
運
用
要
項
を
定

め
、
家
庭
で
も
学
習
目
的
の
使
用
に
限
り
活

用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
中
に
各
家
庭
で
の
通
信
環
境
の
調
査

を
行
い
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
な
ど
機
器
の
貸
出
し

や
通
信
時
の
費
用
負
担
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

町の良さを再認識
してもらい、人口
減少に歯止めを

インバウンド戦略の
グリーンシーズン資
源は何か示すべし

今年度中に議会にも
タブレット端末が導
入されます。私たち
もしっかりと活用で
きるようにしないと。

議
員
議
員

と
し
あ
き

と
し
あ
き明明
議
員
議
員

まだまだ予断を許さない
新型コロナウイルス感染症

新たに企業誘致された酒造会社の地鎮祭

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う
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行
を
予
定
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設
へ
は
一
泊
当
た
り

三
千
円
を
補
助
す
る
。

住
み
続
け
た
い
と
思
う
、
地
元
理
解

の
教
育
は
さ
れ
て
い
る
か
。

Q
児
童
、
生
徒
に
対
し
、
町
の
良
さ
や
歴
史
な

ど
教
育
す
る
授
業
は
さ
れ
て
い
る
か
、ま
た
、

住
み
続
け
て
も
ら
う
、
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
方
策
と

課
題
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

A
授
業
の
中
で
町
の
良
さ
や
特
色
を
学
ぶ
教
材

や
町
内
外
の
企
業
、
事
業
者
の
協
力
で
生
徒

と
の
対
話
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
住
み
続
け
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
仕
事
の
創
設
や
移
住
促
進
、
子
育
て

環
境
充
実
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
な
ど
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。
課
題
と
し
て
高
校
卒
業

後
、
就
職
、
結

婚
等
で
町
外
に

出
る
割
合
が
四

割
あ
る
が
、
郷

土
愛
を
育
み
、

家
庭
や
地
域
と

の
連
携
を
図
り

住
み
続
け
て
も

ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

Q
不
登
校
や
教
室
で
授
業
を
受
け
ら
れ
な
い
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
リ
モ
ー
ト
授
業
な
ど
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
積
極
的
に
活
用
で
き
な
い
か
。

A
児
童
へ
の
リ
モ
ー
ト
授
業
は
可
能
で
あ
る
。

今
後
は
中
学
校
で
も
別
室
に
端
末
を
配
備
し

リ
モ
ー
ト
授
業
な
ど
、
使
用
を
希
望
す
る
生
徒
が
い

る
場
合
に
は
活
用
で
き
る
よ
う
、
先
生
や
支
援
員
と

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Q
今
後
の
町
独
自
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
。

A
令
和
３
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
「
雫

石
い
い
と
こ
み
つ
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※

で
作
成

す
る
７
つ
の
分
野
の
学
習
内
容
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
令
和
４
年
度
中
に
作
成
し
て
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
雫
石
の
魅
力
を

調
べ
確
認
す
る
と
と
も
に
全
国
へ
情
報
発
信
し
て
い

き
た
い
。

※�

自
然
・
産
業
・

食
・
伝
統
・
学

び
・
ま
ち
づ
く

り
・
防
災
の
７

つ
の
分
野

Q
農
業
体
験
と
し
て
交
流
の
あ
っ
た
啓
明
学
園

や
神
奈
川
生
協
と
の
交
流
再
開
な
ど
、
首
都

圏
自
治
体
、
企
業
や
組
織
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

A
コ
ロ
ナ
禍
で
関
東
方
面
に
行
く
機
会
が
少
な

く
、
交
流
会
等
も
色
々
な
場
所
で
も
開
催
し

て
い
な
い
状
況
下
な
の
で
、
今
後
も
う
一
度
精
算
し

前
向
き
に
進
め
る
。

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
へ
の
考
え
は

Q
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
の
意
向
は
。

A
昇
瀬
橋
の
架
け
替
え
工
事
、
旧
南
畑
小
学
校

に
整
備
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
屋
内
射
場
整
備
工

事
、
ま
た
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
酒
造
会
社

の
工
場
移
転
の
建
設
な
ど
、
責
任
を
持
っ
て
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
ま
で
の
雫
石
町
総
合
計
画
前
期
基
本

計
画
に
つ
い
て
も
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
か
ら
、
２
期

目
に
向
け
て
町
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
決
意
を
固
め

た
こ
と
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

町の良さを子どもたちに教えるのも大事

学んだ雫石の魅力を世界へ発信
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委
員
会
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ー
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調査
3

畜産振興
全国和牛能力共進会に向けた
取り組みとスケジュール

　６月９日、農林課より今秋
１0 月に鹿児島県で開催され
る第 １２ 回全国和牛能力共進
会に向けた町の出品牛造成の
取り組み経過と、予備選抜会
の結果等について報告を受け
ました。県代表の出品牛は７
月 ２7 日に開催された岩手県
畜産共進会において最終選抜
されました。

団法人しずくいし観光協会が、令和４年３月 ２8 日
付で候補DMOとして観光庁に登録され、今後は
登録DMOを目指すとの報告でした。

調査
1

鶯宿温泉の賑わいに向けて

振興計画策定
　５月 １１ 日、生涯学習スポーツ課より、鶯宿温泉
スポーツエリア振興計画について説明を受けました。
　「町民のスポーツ環境の向上」と「スポーツによ
る交流人口の拡大で地域の賑わいと活力の創出」を
目指すため、令和４年２月に策定し、令和７年度ま
でを計画期間としていることを確認しました。

総務産業常任委員会
［大村昭東委員長］

教育民生常任委員会
［堂前義信委員長］

調査
1

農業資材、飼料等の高騰不安

JA 新いわてとの意見交換会
　６月９日、新岩手農業協同組合南部営農経済セン
ターから令和３年度販売事業実績等の報告を受けた
後、農業資材関係を取り扱っている購買事業の状況
報告を受け、
事業の課題や
今後の資材価
格高騰に伴う
農家への対策
について意見
交換を行いま
した。

調査
2

観光振興

雫石版 DMO※の進捗
ちょく

状況
　６月９日、観光商工課から雫石版DMOの形成
等の進捗

ちょく

状況について説明を受けました。一般社

厳しい営農状況について話し合った

今年 10月開催、
全国和牛能力共進会

工事着工したアーチェリー屋内射場

調査
2

町の公共交通

あねっこバス運行の見直し
　５月１１日、地域づくり推進課より、公共交通ネッ
トワークの再編に係るあねっこバス運行見直しにつ
いて説明を受けました。見直しは、方針として「運
行エリアの考え方を整理する」、「路線を再編し経路
と便数の見直しを行う」、「新たに中心市街地を回る
路線を設置する」とのことで、原則として、現保有
の車両等の範囲内で検討を進めるとのことでした。
　今後は、まちなか巡回バス路線の検討案等をま�
とめ、１0月の�
まちなか巡回
バス実証運行
開始に結びつ
けたいとの計
画であること
を確認しまし
た。 運行の見直しが始まったあねっこバス
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広報広聴常任委員会
［古舘謙護委員長］

有機農業による地域活性化

オーガニック雫石との懇談会
　７月５日、雫石公民館で雫石町議会町民懇談会を
開催しました。オーガニック雫石（代表　堂前節子）
は、平成 ２7年にどのようにして有機農業を定着させ
ていくかをテーマに設立した任意団体です。
　耕作放棄地を活用しての不耕起栽培に取り組み、
黒千石大豆復活プロジェクトを令和２年に立ち上げ
ました。保育所の園児を対象に食育も行っており、
黒千石味噌を一緒に作ったりしています。活動状況
の説明を受け、意見交換を行いました。

〇令和4年4月 11 日
　議会だより １２１ 号初校編集会議を開催しました。
〇令和4年4月 1５ 日
　議会だより １２１ 号再校編集会議を開催。また、町
民と議会との懇談会について協議しました。
〇令和4年4月 ２０ 日
　議会だより １２１ 号念校編集会議を開催。また、議
会だより １２２ 号の編集について協議しました。

多くの意見が交換された町民との懇談会

〇令和4年4月 ２７ 日
　議会だより １２１ 号発行。
〇令和4年５月 1７ 日
　議会だより １２２ 号の編集日程及び閉会中の継続調
査等について協議しました。
〇令和4年５月 ２７ 日
　議会だより １２２ 号の割り付け及び研修視察につい
て協議しました。
〇令和4年6月 ２３ 日
　議会だより １２２ 号の特集及び研修視察について協
議しました。
〇令和4年７月 11 日
　議会だより １２２ 号初校編集会議を開催しました。

視察研修

茨城県筑西市議会広報委員会来町
　７月１２日、茨城県筑西市議会広報委員会委員７名、
事務局２名が来町、議会広報の「議会だより」の作
成等、特に広報紙の紙面づくりの工夫点や課題など
について意見交換を行いました。

筑西市議会と活発な意見交換を実施

次の定例会は、９月１日（木）午前 10時開会予定です。
インターネットでオンライン視聴できます。
雫石町役場のホームページまたは、下記アドレスからご覧ください。

公開用URL　http://smart.discussvision.net/smart/shizukuishi/

議会はインターネットでオンライン視聴できます
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Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
｜
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た

今回は「しずくいしの宝物は？」です。今回は「しずくいしの宝物は？」です。

簗
やな
場
ば
　元
げんすけ
介さん（84 歳・長根）

御所湖と雫石川園地の桜並木
　御所ダムの完成に伴い、御所湖と雫石川園
地の桜並木が整備されました。永年にわたり
長根に住んでいる私は、この雄大な御所湖と
雫石川に沿って咲く150 本のソメイヨシノが
宝物です。6月5日には2年ぶりに実施の御
所湖周辺の統一清掃に参加しました。

若
わかまつ
松　孝

たか
子
こ
さん（60 歳・桝沢）

バランスの良い街
　雫石は暮らしやすい街だと思います。豊か
な自然と親切な人々に囲まれ、子どもは健や
かに成長できます。県都もすぐ隣で、小さな
駅ですが新幹線が停まるので便利ですね。全
国的に有名な会社や観光地も多く、仕事にも
恵まれており「バランスの良い街」が雫石の
宝物です。

高
たかふじ
藤　暁

あきひろ
弘さん（36 歳・桝沢）

遊びつくせぬ自然が宝物
　雫石には四季に合わせて利用できるたくさ
んのレジャー施設があります。釣りやボート、
BBQ、グランドゴルフやスキー場など、生
涯を通じて自然で遊ぶことができます。
　コロナ禍により外で本気で遊ぶ機会も減り
ましたが、今年はボートなどに挑戦してみた
いと思っています。皆さんもぜひ雫石で遊ん
でください。

飯
いいづか
塚　マキさん（54 歳・谷地）

自然と共に歩むまち
　七ツ森や上長山地区に新しく企業が参入
し、雫石の自然や風土が各企業から認められ
この町に決定されたことはとても喜ばしいこ
とです。
　豊かな自然と共にこれから新しいことに取
り組み、歩んでいける町であってほしいと思
います。

議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴くVOICEシリーズ。

皆さんの声を聞きました

No.17V
E
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ふ
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と
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昭和17年生まれ。旧姓堀合。下町出身。屋号：上三平竈。雫石小学校－雫石中学校卒業。吉田織物工場－木文商店－キューピー
マヨネーズ－公文塾等職歴あり。編み物師範。現在は自宅で編み物教室開催。

　私は西山野中の又之助（屋
号）で生まれました。終戦の
年は国民学校 2 年、物資不

足の時代で運動靴さえなかった時代です。この度投
稿の機会に恵まれましたので、近況をお知らせした
いと思います。
　今年の 5月、思いがけずに 1通の嬉しい絵葉書
が届きました。西山長山に住んでいるひ孫の上澤田
晏奈（雫石中 3年）からです。内容は雫石の天然
記念物、長山街道の弘法桜です。子どもの頃、よく
見ていた懐かしい桜で、成長したその美しさはひと
きわでした。
　雫石を出てから 65 年、84 才になります。雫石
の現状については「広報しずくいし」や町友会発行
「在京雫石町友会会報」を拝見し、町内が活気に満
ちた活動や希望のあるまちづくりに専念している姿
が浮かんで頼もしく思っております。

　自衛隊定年後 72才まで病院で働き現在は年金生
活です。昨年大好きだった運転免許を返上しました。
高村光太郎が昭和 24年発行した「岩手の人沈深牛
の如し…や毎日何かしらを発見する…」の詩に感銘
し、新しい趣味「字核」や「書道」「読書」に集中
するために車庫をリフォームし「趣味の部屋」にし
て、毎日有意義に過ごしております。

　私は北海道生まれで３歳か
ら父の実家のある雫石町に移
住し下町で育ちました。４家

族 19人の大家族でした。小学校３年生の時「雫石
大火」で全財産焼けてしまい着の身着のままで分家
になりました。木文商店に勤めていたころは青年会
で登山、さんさ踊りなど楽しい思い出があります。
　18 歳の時に上京しその後寺田と知り合い 23 歳
で結婚。東京育ちの地方公務員で田舎をもたない主
人は、雫石の私の実家を自分の実家のように思い、
子どもが夏休みになると雫石に行き沢山の思い出を
つくりました。実家の父母を大切にしてくれ、車で
帰省し道の駅、小岩井農場、温泉めぐりをしたり秋
には稲刈りを手伝い雫石大好きな主人でした。
　私は趣味だった編み物の師範の資格をとり一時働
いていましたが、その後自宅で編み物教室をして
40 年、今も頑張って続けています。私は東京暮ら

しが 57 年になり、八王子市に住んで 47 年です。
とても住みよい街で近くには北島三郎邸があります。
　雫石の町はとても好きで、コロナが収まったら実
家に行きたいと思っています。南部富士の岩手山が
とてもきれいで雫石の町が大好きです。

昭和 13年生まれ。北海道旭川市在住。下長山小－西山中－盛岡一高雫石分校－札幌南高校－中央大学（法）－陸上自衛官（昭
和 31年～）旭川岩手県人会副会長、その他自治会長、OB会会長、老人クラブ会長等を歴任

ひ孫から届いた絵葉書

雫石町総合芸術祭に出展した作品

在京雫石町友会会員　野
の

中
なか

　義
よしたか

孝さん

ふるさとから届いた一通の絵手紙

在京雫石町友会幹事　寺
てら

田
だ

　洋
よう

子
こ
さん

雫石の思い出
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写真左から
長男　優

ゆう

希
き

さん（8歳）
長女　百

もも

子
こ

さん（11 歳）
二男　優

ゆう

太
た

郎
ろう

さん（4歳）

なかよしシリーズ⑰

ご主人の健太さんがご不在のため、自宅前で猫のマリと

田
た や
屋舘

だて
優
ゆう
次
じ
さん、明

めい
亜
あ
さん（丸谷地）のお子さん

のとてもかわいい3人きょうだいです。
将来の夢は何ですか？
　長女　百子さん（11 歳）：警察官
　長男　優希さん（8 歳）：ユーチューバー
　二男　優太郎さん（4 歳）：ウルトラマン

四
よ も

方　佳
か な

奈さん（34歳）｜鴬宿｜※愛知県豊橋市出身
ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（４月～６月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

４月 0 件 0 円 2 件 22,084 円

５月 0 件 0 円 1 件 5,000 円

６月 1 件 22,000 円 2 件 13,000 円

合計 1 件 22,000 円 5 件 40,084 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■ 編集デスク
　国内ではコロナ感染症の拡大防止策や、国、県、町のコ
ロナ補助金、給付金の支援方法の検討、世界ではウクライ
ナとロシアの戦争惨禍。田舎議員とて日々考えさせられる
ことばかりです。
　このような時こそ、腰を据えて物事を見て、考えていか
なければと思う日々です。皆様に広報をとおして、正確な
情報と町の動きなどをお伝えしたいと思っています。
　未熟ではありますが、精一杯頑張って良い紙面づくりに励
みます。 （広報公聴常任委員　幅　秀哉）

発行責任者（議長）／加藤眞純
　　　編集委員長／古舘謙護
　　　　副委員長／坂井尚樹

編集委員／横手寿明・幅　秀哉
　　　　　岡本忠美・徳田幸男
　　　　　金子一男
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今月の

� 表紙

Q お二人の馴れ初めは？

A 京都の鴨川での食事会で知り合いました。

Q 雫石町に暮らしてみて、いかがですか？

A 自然がいっぱいで毎日幸せに暮らしています。
お水も食べ物も美味しいです。

Q 町に望むことは？

A 雑草だと思ったら食べられる山菜だったりする
ので、「雫石食べられる野草ブック」みたいな
本があったら嬉しいです。

【訂正とお詫び】
　前号の 22 ページ VOICE で櫻田さんをご紹介しましたが、お名前に誤りがあり
ました。訂正してお詫びいたします。
　誤）美智子さん　→　正）美知子さん




